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個人・ 

グループ名 
小田原短期大学延岡スクール 大学名 小田原短期大学 

作品名 
ひかりの夜獣（やじゅう） スリッパノサウルス 
～子どもたちの「見立て遊び」を課題とした造形表現教材～ 

人数 １８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

左：題材童話「ひかりの夜獣 スリ

ッパノサウルス」右上：見立てる光

(LED)を入れた不織布スリッパ（デ

フォルト）右下：創作童話の事例 

「見立て遊び」とは、子どもたちが実際には存在しないものに、何 

かを見立てて想像しながら遊ぶことを言います。見立ては幼少期特有 

の思考・行動であり、成長とともにしだいに失われていくものとされ、 

すでに成人年齢に達している学生には、苦手な課題だと考えられます。 

この教材はデフォルトとして、不織布スリッパを架空の光る生物に 

見立てて、その造形表現を試みたものです。昼間は小さな女の子が履 

いているスリッパを主人公とした共通の題材童話（上＝緒言）が、教 

材に付いています。造形と同時に、夜間に変身して活動を開始するス 

リッパノサウルスが主人公の創作童話（下＝結言）も執筆しました。 

造形表現の主材料は紙です。不織布スリッパの他、トレーシングペ 

ーパーや和紙の光の透過感、画用紙やケント紙、段ボールの光の反射 

感・遮蔽感を楽しみ・苦しみながら、見立てた生物を表現しました。 

「ひかりの夜獣 スリッパノサウルス」造形作品事例（全18作品中 ４作品掲載） 説明サイト http://isami.biz/?page=page120 
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